


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































田中 阿部 富田 宮西 坂下 高村 幾野 野崎 原 千石
§17 × × O ○ ? × × × ○ X





○ × × × ? X ?
§34
?
× ○ × × ○
? ? ?
○
§40 ? × ? × X × × × × ?
3 0 3 2 1 1 2 1 2 1
　5か所だけでは，なんらかの結論を引き出すために不十分であるかもしれ
ないと思い，さらに10か所にっいて調べてみた。合計15か所の○の数は次
のとおりである。
田中
S
阿部
O
富田
T
宮西
S
坂下
T
高村
S
幾野
T
野崎
S
??千石
S
　阿部訳の誤りにっいてみているのだから，この表を第135章，さらに「エ
ピローグ」まで延長しても阿部訳の○の数は0である。その責任の一半が私
にもあると思うと胸が痛む。
　訳文の文体の問題を切り離して考えると，出版年が新しくなるにつれて誤
りが少なくなるという傾向は見られない。半世紀たっても，変わりはない。
　「小さな建物は，最初の建築家の手でっくりあげられるだろうが，壮大な
もの，真正なものは，常に仕上げの冠石を後世に遺す」とは，第32章，「鯨
学」のなかの言葉である。『モービー・ディック』の翻訳も，「常に仕上げの
冠石を後世に遺す」のか。この一覧表を見る者はすべて唖然たらざるを得な
いであろう。
139
